
４月29日（金）、大曲小学校の桜並木



　
ま
た
、
寺
田
知
事
は
「
す
ば
ら
し
い
球
場

で
あ
り
、
市
民
に
親
し
ま
れ
成
長
す
る
こ
と

を
期
待
す
る
と
共
に
、
市
民
挙
げ
て
平
成
19

年
の
国
体
を
盛
り
上
げ
て
も
ら
い
た
い
」
と

祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
式
後
、
同
球
場
の
竣
工
記
念
試
合
と
し
て

大
曲
農
業
高
校
と
大
曲
高
校
の
定
期
戦
が
行

わ
れ
、
高
校
生
の
は
つ
ら
つ
と
し
た
プ
レ
ー

と
両
校
の
華
や
か
な
応
援
が
花
を
添
え
ま
し

た
。

澄み切った青空の
下、テープカット
が行われました
（上写真）。
スコアボード（左
写真）の操作は、
メーンスタンド１
階の記録・放送室
からタッチパネル
で操作します（下
写真）。

  

大
曲
地
区
内
小
友
地
内
で
進
め

ら
れ
て
い
る
総
合
公
園
整
備
事
業

は
、
平
成
２
年
か
ら
整
備
が
進
め

ら
れ
お
り
、
面
積
は
40
・
３
ヘ
ク

タ
ー
ル
。
西
山
丘
陵
の
自
然
環
境

と
緑
地
を
生
か
し
、
隣
接
す
る

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー
場
や
フ
ァ
ミ

リ
ー
キ
ャ
ン
プ
場
、
県
立
農
業
科

学
館
な
ど
と
い
っ
た
、
ス
ポ
ー
ツ

や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
文
化
・

教
養
施
設
の
複
合
ゾ
ー
ン
と
し
て

整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
供
用
を
開
始
し
て
い
る
、

ナ
イ
タ
ー
施
設
を
備
え
た
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
12
面
や
芝
生
の
多
目
的
広

場
、
遊
具
を
備
え
た
子
ど
も
広
場

な
ど
が
完
成
し
、
た
く
さ
ん
の
人

た
ち
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆自然環境を生かした総合公園整備事業◆

元
プ
ロ
野
球
選
手
も
完
成
を
祝
う

名
球
会
と
Ｏ
Ｂ
ク
ラ
ブ
の
ド
リ
ー
ム
チ
ー
ム

雰囲気がいいね！
山田久志 選手

　能代市出身で阪急（現オリックス）で活
躍し284勝を挙げ、名球会入りした山田選
手。新球場について「緑に囲まれて雰囲気
が良く、立派な球場が完成してよかった」
と話しました。「秋田は野球を愛する人が
多く、レベルも高い。熱心に続ければ、もっ
と強いチームや選手を輩出することができ
る。そのためにも指導者の育成が必要」と
地元エールを送ってくれました。

ドリームチームのみなさん。野球の楽しさ、
感動を与えてくれました。（上）
国民栄誉賞受賞の衣笠祥雄選手から指導を
受ける子どもたち。（下）

独特の投球フォーム「まさ
かり投法」は今も昔も変わ
らない。村田兆治選手。

　「宝くじスポーツフェア　ド
リーム・ベースボール」が７、８
の両日、同球場などで行われ、元
プロ野球選手 24 人による野球
教室やドリームゲームなどに新
球場が沸きました。
　８日の野球教室には、スポー
ツ少年団と中学校の野球チーム
から合わせて約525人が参加。
　この後、ホームラン競争など
のアトラクションに続き、名球
会とＯＢクラブで構成する「ド
リームチーム」と「大仙市選抜
チーム」によるドリームゲーム
が行われ、２―１でドリーム
チームが勝利しました。

３



　
球
場
は
、
旧
大
曲
市
が
総
事
業
費
10
億
３

５
０
０
万
円
を
か
け
て
平
成
13
年
か
ら
建
設

を
進
め
、
敷
地
面
積
４
万
８
９
４
９
平
方

メ
ー
ト
ル
。
両
翼
１
０
０
メ
ー
ト
ル
、
セ
ン

タ
ー
１
２
２
メ
ー
ト
ル
で
、
外
野
は
天
然
芝

の
球
場
で
す
。

　
観
客
席
は
、
メ
ー
ン
ス
タ
ン
ド
８
４
０

席
、
内
野
ス
タ
ン
ド
２
５
７
６
席
、
外
野
ス

タ
ン
ド
は
芝
生
席
で
２
０
０
０
人
を
収
容
で

き
、
全
席
禁
煙
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
駐
車
場
は
隣
接
す
る
仮
設
駐
車
場
を
合
わ

せ
、
普
通
車
４
６
４
台
、
大
型
バ
ス
22
台
の

計
４
８
６
台
の
駐
車
が
可
能
で
す
。

　
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
は
、
オ
ー
ダ
ー
や
点
数
掲

示
は
磁
気
反
転
方
式
で
、
ス
ト
ラ
イ
ク
や

ボ
ー
ル
な
ど
の
カ
ウ
ン
ト
シ
グ
ナ
ル
が
発
光

ダ
イ
オ
ー
ド（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）式
を
採
用
し
て
い
ま

す
。

　
平
成
19
年
「
秋
田
わ
か
杉
国
体
」
で
軟
式
野
球
競
技
の
主
会
場
と
な
る
大
仙
市
大
曲
総
合
公

園
野
球
場
「
大
曲
球
場
」
の
竣
工
式
が
４
月
26
日（
火
）内
小
友
の
同
球
場
で
行
わ
れ
、
栗
林
次

美
市
長
、
寺
田
典
城
知
事
ら
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、
く
す
玉
開
披
を
行
い
、
新
球
場
の
完
成
を
祝

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
５
月
７
日
、
８
日（
日
）に
は
、
日
本
プ
ロ
野
球
名
球
会
と
プ
ロ
野
球
Ｏ
Ｂ
ク
ラ
ブ
に

よ
る
ド
リ
ー
ム
・
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
１
、
３
塁
側
ス
タ
ン
ド
下
に
は
幅

９
メ
ー
ト
ル
、
奥
行
き
31
メ
ー
ト
ル
の
屋
内

練
習
場
や
メ
ー
ン
ス
タ
ン
ド
１
階
部
分
に
は

車
い
す
の
ま
ま
で
観
戦
で
き
る
部
屋
の
ほ

か
、
本
部
室
、
記
録
・
放
送
室
、
事
務
室
、
医

務
室
、
更
衣
室
、
シ
ャ
ワ
ー
室
、
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
ル
ー
ム
な
ど
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
竣
工
式
に
は
関
係
者
約
１
０
０
人
が
出

席
。
栗
林
市
長
が
「
新
市
発
足
と
い
う
歴
史

的
な
時
に
完
成
し
二
重
の
喜
び
。
こ
の
球
場

は
大
曲
総
合
公
園
整
備
事
業
の
ス
ポ
ー
ツ

ゾ
ー
ン
の
一
環
と
し
て
建
設
し
て
き
ま
し

た
。
平
成
19
年
の
『
秋
田
わ
か
杉
国
体
』
で

は
、
軟
式
野
球
競
技
一
般
の
主
会
場
と
な
っ

て
お
り
、
大
会
の
成
功
に
向
け
て
ス
ポ
ー
ツ

に
よ
る
交
流
人
口
の
拡
大
を
目
指
し
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

大
仙
市
大
曲
総
合
公
園
野
球
場
「
大
曲
球
場
」

球
春
到
来
　
野
球
を
愛
す
る
み
な
さ
ん
の
球
場
が
完
成

４月26日（火）に竣工した大曲球場。平成19年の秋田わか杉国体で
は軟式野球競技の主会場になります。
両翼100ｍ、センター122ｍで外野は天然芝のすばらしい球場。ライ
トスタンド後方には、奥羽山脈が見えます。

４
年
の
歳
月
を
か
け
完
成

市
民
挙
げ
て

国
体
を
盛
り
上
げ
て
も
ら
い
た
い

２



　
秋
田
わ
か
杉
国
体
実
行
委
員
会
お
よ
び
全
国

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
秋
田
県
実
行
委
員
会
で

は
、平
成
19
年
に
開
催
さ
れ
る
秋
田
わ
か
杉
国

体
お
よ
び
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
秋
田
わ

か
杉
大
会
を
県
内
外
に
ピ
ー
ア
ー
ル
す
る
た
め

公
式
ポ
ス
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
内
容
／
①
秋
田
わ
か
杉
国
体
冬
季
大

会
ス
キ
ー
競
技
会
②
秋
田
わ
か
杉
国
体

③
秋
田
わ
か
杉
大
会（
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
）

※
①
と
②
の
２
点
を
１
セ
ッ
ト
と
し
て
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。③
は
単
品
で
の
応
募
が

可
能
。
１
人
お
よ
び
１
グ
ル
ー
プ
で
の
応

募
は
そ
れ
ぞ
れ
５
点
ま
で

◆
申
し
込
み
方
法
／
秋
田
わ
か
杉
国
体
実
行

委
員
会
に
申
込
書
と
作
品
を
提
出

※
募
集
要
項
は
市
国
体
準
備
事
務
局（
大
曲

武
道
館
内
）で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

◆
作
品
の
規
格
／
Ａ
３
版（
縦
４
２
０
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
×
横
２
９
７
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）

縦
型
画
材
、
表
現
方
法
は
自
由

◆
申
込
受
付
期
限
／
７
月
29
日（
金
）午
後
５

時
ま
で

◆
そ
の
他
／
作
品
中
か
ら
最
優
秀
賞
を
選
定

し
、
受
賞
者
に
は
表
彰
状
お
よ
び
賞
金

を
授
与
し
ま
す
。

【
賞
・
賞
金
に
つ
い
て
】
　

秋
田
わ
か
杉
国
体
冬
季
大
会
ス
キ
ー
競

技
会
・
わ
か
杉
国
体
１
セ
ッ
ト
40
万
円
、

秋
田
わ
か
杉
大
会
１
点
20
万
円

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

秋
田
県
国
体
・
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
局

☎
０
１
８（
８
６
０
）５
２
０
８

大
仙
市
国
体
準
備
事
務
局

☎
０
１
８
７（
63
）１
１
１
１

（
内
線
３
１
９
）ま
で

秋田わか杉国体キャラクター

スギ ッチ

 

あ
な
た
の
デ
ザ
イ
ン
が
ポ
ス
タ
ー
に

「
秋
田
わ
か
杉
国
体
」

公
式
ポ
ス
タ
ー
等

デ
ザ
イ
ン
募
集

のんびり東北道の駅巡りはいかが
東北「道の駅」スタンプラリー2005

　スタンプラリーに参加するためにはチャレンジ

ブック（写真下）と参加費100 円が必要です。また、

チャレンジブックのスタンプ数が20個以上で応募が

可能になります。

◆期間／11月３日（木）まで

◆対象駅／東北全115駅（本年度登録予定駅は対象外）

◆各賞について／

【東北｢道の駅｣完走賞】

全105駅完走した人の中から抽選で400人

【朝日ライン道の駅完走賞】

岩手・宮城・福島各県所在の全50駅完走した人の

中から抽選で180人

【夕日ライン道の駅完走賞】

青森・秋田・山形各県所在の

全65駅完走した人の中から

抽選で180人

【健闘賞】

スタンプ数40個以上の人の

中から抽選で300人

【努力賞】

スタンプ数20から39個まで

の人の中から抽選で300人

【問い合わせ】

道の駅なかせん☎ 0187-56-4515
道の駅かみおか☎ 0187-72-4004
道の駅協和☎ 018-892-2111まで

ご迷惑をおかけしています
大川橋夜間全面通行止めのお知らせ

　大川橋（角間川地内）の補修工事のため、次のとおり

全面通行止めとしますのでご協力をお願いします。

◆期間／5月25日（水）から11月30日（水）まで

※８月25日（木）から９月16日（金）までの期間を除く

◆時間／午後８時～翌日の午前６時

【問い合わせ】

秋田県建設交通部道路環境課☎ 018-860-2489
秋田県仙北地域振興局☎ 0187-63-3112まで

５



　
私
た
ち
の
周
り
に
は
、
た
く
さ
ん
の
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
最
近
は

規
制
緩
和
も
手
伝
っ
て
、
新
し
い
サ
ー
ビ
ス

や
販
売
形
態
が
次
々
と
登
場
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
を
は
じ
め

と
す
る
契
約
ト
ラ
ブ
ル
の
増
加
、
食
品
の
安

全
に
関
す
る
問
題
な
ど
、
暮
ら
し
の
安
全
・

安
心
に
か
か
わ
る
問
題
が
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
な
か
に
は
、
悪
質
な
業
者
に
よ
っ
て

強
引
に
契
約
さ
せ
ら
れ
、
ト
ラ
ブ
ル
に
陥
っ

て
し
ま
っ
た
と
い
う
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。

　
こ
う
し
た
消
費
に
係
わ
る
ト
ラ
ブ
ル
は
全

国
的
に
増
加
傾
向
に
あ
り
、
平
成
13
年
の
合

併
前
の
旧
市
町
村
へ
の
消
費
生
活
相
談
件
数

が
１
４
３
件
だ
っ
た
の
に
対
し
、
平
成
16
年

に
は
２
６
３
件
に
ま
で
増
え
て
い
ま
す
。

　
安
全
で
安
心
で
き
る
暮
ら
し
の
実
現
の
た

め
に
、
行
政
や
事
業
者
が
こ
れ
ら
消
費
者
問

題
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と
共
に
、
消
費
者

も
自
ら
良
質
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
す

る
、
し
っ
か
り
し
た
目
を
持
つ
こ
と
が
大
切

で
す
。

「
生
か
そ
う
権
利
　
め
ざ
そ
う
自
立
」

５
月
は
消
費
者
月
間
で
す

　
今
月
は
消
費
者
月
間
で
す
。
消
費
者
、
事
業
者
、
行
政
が
一

体
と
な
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
消
費
者
問
題
に
関
す
る
啓
発
・
教

育
等
の
事
業
を
集
中
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
悪
質
な
業
者
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
、私
た
ち
一
人
ひ
と

り
が
不
当
な
取
引
の
実
態
や
実
例
を
知
り
、消
費
に
関
す
る
正

し
い
知
識
を
持
つ
事
が
必
要
で
す
。

開催します
消費者月間記念講演会

◆日　時／５月27日（金）午後１時30分～３時

◆会　場／女性センター（旧働く婦人の家）

◆講　師／秋田県生活センター 高橋智香子さん

◆演　題／「生かそう権利　めざそう自立」

【問い合わせ】

大仙市消費生活相談所（女性センター内）

☎ 0187-62-1713まで

もしも被害にあったり、おかしいなと思ったら

◆相談窓口
大曲総合支所地域振興課 ☎ 0187-63-1111（代表）
神岡総合支所地域振興課 ☎ 0187-72-4601
西仙北総合支所地域振興課 ☎ 0187-75-1111（代表）
中仙総合支所地域振興課 ☎ 0187-56-2112
協和総合支所地域振興課 ☎ 018-892-3706
南外総合支所地域振興課 ☎ 0187-74-2111（代表）
仙北総合支所地域振興課 ☎ 0187-63-3003（代表）
太田総合支所地域振興課 ☎ 0187-88-1112

◆相談の集約
大仙市消費生活相談所（大曲大町7-6）　☎ 0187-62-1713

◆制度ＰＲ等の担当
本庁農林商工部商工観光課 ☎ 0187-63-1111（内線271）

◆県の窓口
仙北地域振興局総務企画部地域企画課県民生活班

☎ 0187-63-5114

あ
な
た
も
狙
わ
れ
て
い
ま
す

― 

悪
質
商
法
が
増
え
て
い
ま
す 

―

４



6
新鮮な野菜を自分の手で
太田農村体験の里

　「自分で作った野菜を

食べたい」「親子で農

作業体験をしたい」

「野菜を栽培するス

ペースがない」という

人はいませんか。

　太田農村体験の里で

は体験農園の利用者を募集しています。

　親子やグループで、トマト、ナス、サツマイ

モなどを植えて収穫してみませんか。また、体

験の里内には動物舎もあり、羊やヤギ、ポニー

などとふれ合うこともできます。

　さらに、奥羽山荘やグラウンドゴルフ場と隣

接しているため、季節を通して温泉とレクリ

エーションも楽しめます。

◆利用料／１区画（約30㎡）当たり年額2,000円

◆利用期間／11月まで
※動物舎、奥羽山荘、グラウンドゴルフ場の利用料は別途

かかります。

【問い合わせ・申し込み】

太田町生活リゾート（株）

☎ 0187-88-1855まで

　今回、明治から昭和にかけて、それぞれの分野で活躍し松圃と交流のあった人 （々坪内逍遥、岸田劉生、
ひゃく

平福百穂、内藤湖南、伊東深水、石井露月など）からの書簡、松圃翁の掛け軸や旅行記、ノート、原稿など

も多数展示します。ぜひご来館ください。

◆展示期間／５月23日（月）から７月31日（日）まで

【問い合わせ】

　大曲図書館☎ 0187-62-1012まで

7
大曲図書館の展示会

しょう ほ おう

郷土の文化人  田口松圃翁

5
固定資産税、軽自動車税のお支払い
５月は市税の納期です

　５月は固定資産税１期と軽自動車税の納期で

す。市税は金融機関、各総合支所で納めること

ができます。合併前に旧８市町村で発行された

納付書は合併後もそのまま使えます。

　納付には、現金を持ち歩く必要がない便利で

確実な口座振替をお勧めします。

【問い合わせ】

各総合支所税務課まで

市県民税

１期

２期

３期

４期

固定資産税

１期

２期

３期

４期

国民健康保険税

１期

２期

３期

４期

５期

６期

７期

８期

４月

5月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月

１月

２月

３月

月
区分 軽自動車税

全期

　
田
口
松
圃
は
本
名
を
謙
蔵
と
い
い
、
今
か
ら
１
２
０
年
ほ

ど

や

だ
て

ど
前
（
明
治
16
年
）大
曲
の
土
屋
館（
今
の
大
曲
中
通
町
）に
生

ま
れ
ま
し
た
。
幼
い
こ
ろ
か
ら
勉
強
と
絵
が
た
い
へ
ん
優
れ

て
「
神
童
」
な
ど
と
噂
さ
れ
た
ほ
ど
で
し
た
。

　
大
曲
小
学
校
を
卒
業
後
、
秋
田
中
学
校
（
現
在
の
秋
田
高

校
）か
ら
東
京
専
門
学
校（
現
在
の
早
稲
田
大
学
）へ
進
み
、
卒

業
後
は
故
郷
の
大
曲
へ
と
帰
っ
て
き
ま
す
。

ま

る

こ

　
帰
郷
し
た
謙
蔵
は
、
俳
句
の
仲
間
を
集
め
万
流
古
吟
社
を

結
成
し
「
ま
る
こ
川
」
と
い
う
俳
誌
を
発
行
し
ま
し
た（
明
治

は
っ
こ
う

29
年
）。
ま
た
、
翌
年
に
は
大
型
文
芸
誌
「
白
虹
」
も
創
刊
し

て
い
ま
す
。

　
日
本
画
に
優
れ
、
明
治
24
年
秋
田
市
伝
神
画
会
の
展
覧
会

に
応
募
し
た
際
、
そ
の
作
品
の
す
ば
ら
し
さ
に
、
平
福
百
穂
と

な
ら
ん
で
審
査
員
の
絶
賛
を
あ
び
ま
し
た（
謙
蔵
８
歳
、
百
穂

14
歳
）。
さ
ら
に
仏
画
鑑
賞
に
熱
心
で
多
数
の
美
術
家
や
俳
人

等
と
交
流
し
て
い
ま
す
。

　
田
口
松
圃
翁
は
仙
北
新
報
社
社
長
、
大
曲
町
長
、
秋
田
県
議

会
議
員
、
大
曲
市
立
図
書
館
長
等
の
要
職
に
就
き
政
治
・
文
化

と
多
方
面
に
わ
た
っ
て
活
躍
し
ま
し
た
。

　「
秋
田
の
久
保
田
万
太
郎
」、
「
田
舎
で
は
ま
れ
に
見
る
文
化

人
」
と
い
わ
れ
、
大
曲
の
生
ん
だ
偉
大
な
文
化
人
と
し
て
多
く

の
業
績
を
残
し
て
い
ま
す
。

郷土の文化人

田口松圃とは

明治16年～昭和31年
（1883 ～ 1956）

田 口  松 圃 （謙蔵）
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3
万が一に備え、加入をお勧めします
交通災害等共済

　交通災害等共済は、わずかな掛け金で大きな

共済金を受け取ることができる助け合いの制度

です。

　交通災害共済または不慮の災害共済に加入し

ている父母のいずれかが交通事故や不慮の事故

により死亡、重度障害に該当したとき、遺児等

に対して１人につき毎月5,000円の奨学援護金

が支払われます。

　共済期間は加入翌日から平成18年３月31日

まで、万が一の場合に備え、早めに加入するこ

とをお勧めします。

【交通災害共済】

◆掛け金／１人年額400円

◆共済金／死亡100万円

 傷害１万５千円～20万円

【不慮の災害共済】

◆掛け金／１人年額600円

◆共済金／死亡60万円

 傷害１万5千円～11万円

【問い合わせ・申し込み】

各総合支所市民課まで

募集しています、出店してみたい方
市公設小売市場（ねむのき市場）

　出店に興味をお持ちの方、市公設小売市場へ

出店してみませんか。

◆対象／食料品全般および雑貨など小売業

◆応募資格／

①大仙市に住所または店舗を有すること

 ②販売業務に必要な資力、技能、信用を有する

こと

 ③市税を完納していること

 ④連帯保証人が１人以上いること

◆出店場所／大曲通町８-50（ジョイフルシティ隣り）

◆募集コマ／27.3㎡１室

22.4㎡１室

◆申込受付期限／６月30日（木）まで

※使用料やその他経費についてはご相談ください。

【問い合わせ・申し込み】

大曲総合支所地域振興課（内線226）

4

　耳に障害のある方の自立と社会参加をお手伝

いする、手話奉仕員の養成講座を開催します。

◆対象／初めて手話を習う方で登録、活動が可

能な方

◆期日／６月下旬から週１回（火曜日か木曜日）

◆時間／午後１時30分～３時30分

◆会場／本庁３階第１委員会室

◆定員／約20人（定員になり次第締め切ります）

◆受講料／無料（テキスト代自己負担）

【問い合わせ・申し込み】

本庁援護福祉課障害班（内線167）

ファックス0187-63-8811まで

あなたも手話でお手伝いしませんか
手話奉仕員養成講座2

　合併前の旧市町村で使用した公用車を一般競争入札により売

却します。今回一般競争入札に係る公用車は８台。市のホーム

ページ（http://www.city.daisen.akita.jp）で車種、画像等を掲

載しています。

　入札についての詳細は担当課へ問い合わせください。

◆入札日時／５月31日（火）午前10時

◆会場／本庁３階大会議室

◆申込受付期限／５月27日（金）まで

◆受付時間／午前８時30分～午後５時

【問い合わせ】

　本庁会計課管財班（内線112）まで

【申し込み】

　本庁契約検査課契約班（内線324）まで

合併前の旧市町村で使用した公用車売ります
公用車競売に係る一般競争入札

1

６



６月の�
市長と話してみませんか・市長面会日
　市長が各総合支所に出かけての市長面会日を設定します。

面会できる方は、会場となる地区にお住まいの方で、１人

（組）当たりの面会時間は30分以内とします。

　希望する方は事前申し込みが必要ですので、各総合支所

までご連絡ください。申し込み多数の場合は、調整させて

いただく場合があります。日時等については毎月広報でお
知らせします。

　なお、面接時には、民事に係わるものや宗教上及び思想

上の問題は避けてください。

日　時 ／ ５月26日（木）　午前９時～正午
会　場 ／ 仙北総合支所
対　象 ／ 仙北地区にお住まいの方
【問い合わせ・申し込み】

仙北総合支所総務課☎ 0187-63-3003

  

４
月
25
日（
月
）、
社
団
法
人
大
曲
青
年
会

議
所（
金
谷
朋
浩
理
事
長
）の
４
月
定
例
会
に

お
い
て
、
栗
林
次
美
市
長
の
講
演
会
「
地
域

の
『
ま
ち
づ
く
り
』
進
歩
ジ
ウ
ム
〜
若
者

よ
！
大
仙
市
長
と
大
い
に
語
ろ
う
！
〜
」
が

開
か
れ
ま
し
た
。
同
会
議
所
メ
ン
バ
ー
、
市

内
商
工
会
青
年
部
の
会
員
約
70
人
が
参
加

し
、「
地
域
活
性
化
の
た
め
の
市
民
と
の
協

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
１
時

間
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

調
。
医
療
や

福
祉
、
農
業
、

都
市
計
画
な

ど
全
市
的
な

大
き
な
課
題

は
市
議
会
、

生
活
の
場
で

あ
る
地
域
の
課
題
は
旧
市
町
村
単
位
の
地
域

協
議
会
と
、
よ
り
小
さ
な
単
位
の
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
会
議
が
取
り
組
む
と
い
う
役

　
講
演
で
は
、
地
方
分
権
と
い
う
大
き
な
流

れ
の
中
で
取
り
組
ん
で
き
た
市
町
村
合
併
の

経
過
に
つ
い
て
説
明
。「
均
衡
あ
る
発
展
と

言
わ
れ
る
が
、『
均
衡
』
と
『
同
じ
』
を
同
義

語
と
と
ら
え
る
べ
き
で
は
な
い
と
思
う
。
合

併
し
た
８
つ
の
地
区
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を

生
か
し
な
が
ら
、
地
域
の
独
自
性
を
発
揮

し
、
大
仙
市
全
体
と
し
て
発
展
し
、
約
10
万

人
の
ま
ち
と
し
て
機
能
す
る
ま
ち
づ
く
り
を

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
ま

し
た
。

　
さ
ら
に
、
大
仙
市
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
で

あ
る
新
市
建
設
計
画
の
基
本
方
針
に
掲
げ
て

い
る
「
21
世
紀
に
相
応
し
た
自
立
と
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
」
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
強

割
分
担
の
必
要
性
を
説
明
し
ま
し
た
。「
住

民
が
自
ら
の
地
域
に
つ
い
て
自
ら
議
論
し
意

見
や
考
え
を
出
し
合
い
、
行
政
と
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
に
基
づ
き
、
一
緒
に
汗
を
流
す

シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
い
。
こ
れ
か
ら
の
ま

ち
づ
く
り
は
『
協
働
』
が
大
切
」
と
話
し
ま

し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
参
加
者
か
ら
は
、「
住
民
が
自

ら
地
域
に
つ
い
て
考
え
、ア
イ
デ
ア
を
出
し
合

う
地
域
協
議
会
が
十
分
に
機
能
し
、形
が
い
化

し
な
い
よ
う
行
政
側
の
意
識
を
高
め
て
も
ら
い

た
い
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
会
議
の
真
の

意
味
を
市
民
が
正
し
く
理
解
し
浸
透
さ
せ
る
た

め
に
も
、今
後
の
周
知
が
大
切
な
の
で
は
な
い

か
」
と
言
っ
た
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

青
年
会
議
所
定
例
会
で
講
演

住
民
と
一
緒
に
進
め
る
ま
ち
づ
く
り
の
大
切
さ

講演する栗林市長。

１日・水●「分権改革日本」実現全国大会

３日・金●国民健康保険運営協議会

４日・土●大曲商工会議所野球大会

６日・月●大仙美郷清掃事業組合議会臨時会

７日・火●全国市長会議（～８日）

９日・木●平成17年第１回市議会定例会

本会議初日（予定）

12日・日●秋田おばこ節全国大会

15日・水●平成17年第１回市議会定例会

本会議２日目（予定）

16日・木●平成17年第１回市議会定例会

本会議３日目（予定）

17日・金●平成17年第１回市議会定例会

本会議４日目（予定）

27日・月●平成17年第１回市議会定例会

本会議最終日（予定）

30日・木●大仙市国体実行委員会設立総会

（日程が変更になる場合があります）

市
長
の
窓
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墨
の
濃
淡
で
表
現
す
る
世
界
に
夢
中

第
11
回
全
国
水
墨
画
展
コ
ン
ク
ー
ル
部
門
大
賞
受
賞

高 

橋 

恵 

毅 

さ
ん
（
77
歳
・
大
花
町
）

　
黒
と
白
、
灰
色
で
自
然
の
す
べ
て
の
色
や

形
を
と
ら
え
、
水
と
墨
で
無
限
の
自
由
な
表

現
が
で
き
る
水
墨
画
。
一
筆
で
描
く
濃
淡
や

立
体
感
、
遠
近
感
、
強
弱
は
東
洋
の
文
化
と

も
言
わ
れ
る
。

　
昨
年
９
月
に
行
わ
れ
た
第
11
回
全
国
水
墨

画
展
の
コ
ン
ク
ー
ル
部
門
に
お
い
て
、
高
橋

恵
毅
さ
ん
が
コ
ン
ク
ー
ル
の
三
賞
の
一
つ
で

あ
る
大
賞
を
受
賞
し
た
。

　
作
品
は
皆
瀬
村
の
小
安
峡
を
描
い
た
「
噴

湯
小
安
峡
」。
掛
け
軸
で
半
切
の
大
き
さ
。
全

体
と
し
て
上
か
ら
下
ま
で
の
空
間
に
光
が

通
っ
て
い
て
す
ば
ら
し
い
と
評
価
さ
れ
た
。

高
橋
さ
ん
自
身
も
「
墨
色
の
濃
淡
が
良
く
で

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
単
色
に
見
え
る
墨
の

世
界
に
こ
そ
無
限
の
色
の
世
界
が
広
が
る
と

い
う
意
味
で
『
墨
に
五
彩
あ
り
』
と
言
わ
れ

ま
す
が
、
こ
の
作
品
を
通
し
て
少
し
実
感
で

き
た
気
が
し
ま
す
」。

　
墨
絵
と
の
出
合
い
は
、
旧
大
曲
市
の
生
涯

学
習
の
「
墨
絵
教
室
」
と
「
書
道
教
室
」。
仕

事
も
忙
し
く
、
毎
回
は
な
か
な
か
受
講
で
き

な
か
っ
た
も
の
の
、「
墨
の
香
り
っ
て
い
い

も
ん
だ
な
」
と
感
じ
た
と
言
う
。

　
本
格
的
に
水
墨
画
を
は
じ
め

た
の
は
退
職
後
で
、
大
曲
地
区

の
水
墨
画
同
好
会
に
入
会
し
て

か
ら
。
平
成
11
年
か
ら
は
中
仙

せ
ん
し
ゅ
う

地
区
の
「
千
萩
水
墨
画
会
」
に

所
属
し
、
由
利
本
荘
市
出
身
で

全
国
水
墨
画
協
会
理
事
を
務
め

う
ち

や

し
ん

る
打
矢
悳
さ
ん
に
師
事
。
山
が

好
き
と
い
う
理
由
か
ら
雅
号
を

「
蒼
山
」
と
し
て
創
作
活
動
に

励
ん
で
い
る
。

　「
水
墨
画
は
単
純
に
見
え
ま
す
が
、
濃
淡
を

生
か
し
な
が
ら
描
く
こ
と
の
難
し
さ
を
感
じ

ま
す
」
と
奥
深
い
か
ら
楽
し
さ
が
増
す
と
言

う
。
構
図
を
決
め
る
ま
で
が
難
儀
で
、
何
十

回
と
な
く
下
絵
を
描
く
。
構
図
が
決
ま
れ
ば

作
品
を
一
晩
で
描
き
上
げ
る
こ
と
も
。

　
山
が
好
き
で
、
渓
流
釣
り
に
も
出
か
け
る

高
橋
さ
ん
。
趣
味
は
と
尋
ね
る
と
、「
読
書
、

美
術
鑑
賞
、
旅
行
、
そ
し
て
創
作
活
動
か

な
」。
長
年
連
れ
添
っ
た
奥
さ
ん
の
イ
ヨ
子

さ
ん
は
「
と
に
か
く
多
趣
味
な
ん
で
す
よ
。

作
品
を
制
作
す
る
た
め
に
何
回
小
安
峡
に
出

か
け
た
こ
と
で
し
ょ
う
」。

　
趣
味
の
広
さ
や
現
場
に
数
多
く
足
を
運
ぶ

こ
と
が
高
じ
て
、
作
品
の
イ
メ
ー
ジ
が
膨
ら

み
、
完
成
度
が
増
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
技
量
を
も
っ
と
高
め
、
も
う
一
段
高
い
と

こ
ろ
を
目
指
し
た
い
と
抱
負
を
述
べ
る
高
橋

さ
ん
。
師
事
を
仰
ぐ
打
矢
さ
ん
の
よ
う
な
作

品
を
描
い
て
み
た
い
と
目
標
を
掲
げ
る
。
ま

た
、
今
年
も
全
国
水
墨
画
展
に
応
募
予
定
だ

が
、
ま
だ
題
材
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。

　「
ギ
リ
ギ
リ
に
な
ら
な
い
と
描
き
た
い
も
の

が
決
ま
ら
な
い
方
な
の
で
」
と
話
す
一
方
、

「
自
分
が
実
際
に
見
た
も
の
で
、
興
味
が
あ

り
思
い
入
れ
の
あ
る
場
所
や
風
景
を
描
い
て

み
た
い
」
と
、
次
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
標
準
を

合
わ
せ
て
い
る
。

■たかはしけいき
昭和２年、旧太田町に生まれる。
平成 11 年から中仙地区の「千萩水墨画
会」に入会。由利本荘市出身で全国水墨
画協会理事である打矢悳さんに師事。
全国水墨画展コンクール部門には３回応
募し、平成13年「古寺月光」で優秀賞、
平成15年「古堂幽悠（投入堂）」で国土
交通大臣賞、昨年「噴湯小安峡」で大賞
を受賞。雅号は「蒼山」。

左の作品が大賞受賞の「噴湯
小安峡」、右が「古寺幽悠（投
入堂）」。

８



北野目が亀田領であったころ、
亀田の殿様が参勤交代で江戸
往復した道といわれています。
その一部の1.2キロが昔の面影
をとどめ、７月下旬に「アレグ
フェスティバル」として往時を
再現するイベントを開催して
います。

●安らぎの拠点「ぬくもり温泉ユメリア」

●全国初のサービスエリアと
連結したインターチェンジ

●往時の面影を残す旧街道、先人の営み

●大佐沢公園

　新秋田観光30景に選ばれ
た西仙北地区の代表的な公
園。かまどや流しの設備や
バッテリーカー広場、103
メートルを滑り降りるロー
ラー滑り台はスリル満点で
す。

秋田県の重要文化財に指定さ
れています。老翁と老媼の二
面からなっており、作者は不
詳ですが、鎌倉時代の作とい
われています。面は土川地区
の小杉山にある円満寺に伝承
されています。

温泉と大綱引きの町

西仙北地区案内図
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●西仙北地区人口統計（平成17年3月31日現在）
■人口＝10,616人(大仙市：96,059人)■世帯＝3,082世帯(大仙市：30,206世帯)■面積＝168.40㎢(大仙市：866.68㎢)

市神様を祀る五百余年の伝習
 『刈和野の大綱引き』

「
総
合
支
所
便
り
」

第
３
回
目
は
、
大
綱
と
温
泉
の
町
西
仙
北
総
合
支

所
か
ら
の
便
り
で
す
。

■
西
仙
北
の
歴
史

　
藩
政
時
代
、
白
帆
を
上
げ
て
物
資
を
運
ぶ
船
が

行
き
交
っ
た
雄
物
川
。
川
沿
い
の
刈
和
野
や
強
首

に
港
を
開
か
せ
、
鮭
漁
の
好
漁
場
と
し
て
も
恩
恵

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
大
雨
が
降
る
と

川
は
暴
れ
川
と
化
し
、
流
域
の
家
屋
や
田
畑
を
奪

い
続
け
て
き
ま
し
た
。
そ
の
川
も
今
は
先
人
た
ち

の
数
々
の
努
力
が
実
り
、
田
畑
を
潤
す
水
と
し

て
、
欠
か
せ
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
西
仙
北
地
区
は
、
昭
和
30
年
、
仙
北
郡
の
ト
ッ

プ
を
切
っ
て
刈
和
野
町
、
土
川
村
、
大
沢
郷
村
、

強
首
村
の
４
カ
町
村
の
合
併
に
よ
り
西
仙
北
町
が

誕
生
。
町
名
は
仙
北
西
部
の
中
心
を
占
め
る
と
い

う
意
味
で
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和
33

年
に
は
、
神
岡
町
高
屋
敷
地
区
を
併
合
し
て
現
在

の
形
に
な
り
ま
し
た
。

■
現
在
の
西
仙
北

　
仙
北
平
野
の
北
西
部
に
位
置
し
、
地
区
の
中
央

部
か
ら
北
西
部
の
刈
和
野
、
土
川
の
半
道
寺
地
区

か
ら
北
野
目
、
強
首
地
区
に
至
る
雄
物
川
流
域
一

帯
が
平
坦
な
耕
地
で
、
残
る
東
部
土
川
地
区
の
山

地
は
、
奥
羽
山
脈
の
末
端
丘
陵
に
西
部
大
沢
郷
地

区
の
山
地
は
、
出
羽
丘
陵
の
一
角
に
そ
れ
ぞ
れ
連

な
っ
て
お
り
、
川
と
山
の
自
然
豊
か
な
里
で
す
。

　
平
成
13
年
に
は
25
年
の
歳
月
を
か
け
た
国
道
13

号
が
開
通
し
、
平
成
14
年
に
は
、
秋
田
自
動
車
道

西
仙
北
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
と
連
結
し
た
全
国
初
の

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
完
成
し
、
高
速
交
通
体
系

の
整
備
も
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
西
仙
北
の
イ
ベ
ン
ト
・
伝
統
行
事

　
５
０
０
余
年
の
歴
史
と
伝
統
を
誇
る
、
国
指
定

重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の
「
刈
和
野
の
大
綱
引

き
」
が
毎
年
２
月
10
日
に
行
わ
れ
ま
す
。
刈
和
野

を
上
町（
二
日
町
）、
下
町（
五
日
町
）に
二
分
し
て

刈
和
野
大
町
通
り
を
会
場
に
開
催
さ
れ
る
国
内
で

も
最
大
級
の
大
綱
引
き
で
、
引
き
合
い
に
使
用
さ

れ
る
大
綱
は
、
毎
年
新
藁
約
７
千
束
を
編
ん
で
作

ら
れ
、
直
径
が
約
72
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
が

雄
綱
約
64
メ
ー
ト
ル
、
雌
綱
約
50
メ
ー
ト
ル
、
重

さ
が
各
々
約
10
ト
ン
に
も
な
り
ま
す
。

　
平
将
門
の
子
孫
と
い
わ
れ
る
長
山
氏
の
氏
神
で

あ
る
市
神
様
の
祭
事
と
し
て
始
ま
っ
た
大
綱
引
き

は
、
も
と
も
と
上
町
、
下
町
に
よ
る
市
場
の
開
催

権
を
め
ぐ
る
勝
負
で
し
た
。
近
年
は
観
光
の
意
味

合
い
が
強
く
な
り
、
上
町
が
勝
つ
と
米
価
が
上
が

り
、
下
町
が
勝
つ
と
豊
作
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
ふ
る
さ
と
西
仙
ま
つ
り（
８
月
15

日
予
定
）や
亀
田
街
道
ま
つ
り（
８
月
下
旬
）、
大

佐
沢
公
園
ま
つ
り（
10
月
中
旬
）、
東
北
将
棋
大
会

（
11
月
中
旬
）な
ど
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
観
光
施
設
や
見
ど
こ
ろ

 
 

「
ぬ
く
森
温
泉
ユ
メ
リ
ア
」
は
平
成
12
年
に

オ
ー
プ
ン
。
温
泉
館
、
体
験
交
流
館
、
宿
泊
棟
か

ら
な
り
、
多
く
の
人
々
の
安
ら
ぎ
の
拠
点
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　「
強
首
温
泉
郷
」
に
は
３
つ
の
宿
泊
施
設
が
あ

り
、
の
ど
か
な
田
園
風
景
を
望
む
温
泉
郷
で
す
。

　「
大
佐
沢
公
園
」
は
広
さ
約
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
水

と
森
と
花
の
公
園
で
、
釣
り
が
楽
し
め
る
ほ
か
、

遊
具
施
設
が
充
実
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
桜
や
ツ

ツ
ジ
、
や
ま
ゆ
り
が
季
節
ご
と
に
楽
し
め
ま
す
。

10



ド
リ
ー
ム
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

ま
さ

い
ち

「
金
田
正
一
講
演
会
『
私
の
野
球
人
生
』」

元
プ
ロ
野
球
選
手
が
熱
心
に
指
導

「
少
年
少
女
野
球
教
室
」

　
５
月
４
日（
水
）、
社
団
法
人
全
国
野
球
振
興
会
に
よ
る

「
少
年
少
女
野
球
教
室
」
が
太
田
球
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
県
内
各
地
か
ら
約
１
２
０
人
の
選
手
が
、本
県
出
身
の
村

田
辰
美
さ
ん（
六
郷
高
―
近
鉄
―
大
洋
）、
山
内
英
雄
さ
ん

（
秋
田
商
高
―
大
洋
）な
ど
、５
人
の
元
プ
ロ
野
球
選
手
の
熱

心
な
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　
終
了
後
、
村
田
さ
ん
は
「
毎
日
こ
つ
こ
つ
練
習
す
る
こ
と
が

大
切
」
と
講
評
。
ま
た
、
太
田
南
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
主
将
・
佐
々

木
宏
伸
く
ん（
６
年
）が「
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
忘
れ

ず
に
が
ん
ば
り
た
い
」
と
代
表
し
て
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

　
振
興
会
で
は
、野
球
界
の
底
辺
拡
大
や
技
術
の
向
上
な
ど

を
目
的
に
活
動
し
て
お
り
、太
田
地
区
で
は
５
月
の
連
休
に

毎
年
開
催
し
、
今
年
で
７
回
を
数
え
ま
す
。

　
４
月
30
日(

土)

、
大
曲
地
区
の
余
目
公
園(

内
小
友)

を
会
場
に
、
地
域
住
民

の
方
々
が
作
成
し
た
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
「
美
し
い
四
季
、
癒
し
の
里
構
想
」
の

看
板
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
地
域
住
民
の
方
々
が
立
ち
上
げ
た
余
目
地
域
活

性
化
対
策
い
き
い
き
協
議
会(

加
藤
加
一
会
長)

に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の

で
、「
ホ
タ
ル
の
舞
う
小
川
の
整
備
」、「
エ
コ
フ
ァ
ー
ム
の
設
置
」
な
ど
地
域

を
活
気
づ
け
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
構
想
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
除
幕
式
の
後
に
は
、
余
目
地
域
活
性
化
対
策
い
き
い
き
協
議
会
と
萬
桜
・

育
成
会
協
議
会(

小
松
忠
二
会
長)

が
共
同
で
企
画
・
運
営
し
、
地
域
の
方
々
の

協
賛
を
得
て
行
わ
れ
た
「
余
目
さ
く
ら
花
火
鑑
賞
会
」
を
開
催
。
会
場
に
は

お
お
ぜ
い
の
方
々
が
来
場
し
、公
園
に
咲
き
誇
る
満
開
の
桜
を
愛
で
な
が
ら
、

春
の
夜
空
に
咲
く
大
輪
の
花
火
を
楽
し
み
ま
し
た
。

桜
と
花
火
が
夜
空
に
満
開

「
余
目
地
区
観
桜
花
火
」

　
５
月
８
日（
日
）、ド
リ
ー
ム
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
事
業
の
一
つ

と
し
て
、
金
田
正
一
氏
に
よ
る
「
私
の
野
球
人
生
」
と
題
し

た
ふ
れ
あ
い
講
演
会
が
農
業
科
学
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
金
田
氏
は
昭
和
25
年
に
、プ
ロ
野
球
チ
ー
ム
で
あ
る
国
鉄

に
入
団
。
２
年
目
か
ら
14
年
連
続
20
勝
と
い
う
大
記
録
を

打
ち
立
て
、
昭
和
44
年
に
は
通
算
４
０
０
勝
を
達
成
。
昭
和

63
年
野
球
殿
堂
入
り
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
朝
食
は
毎
日
自
分
で
作
る
と
い
う
金
田
氏
、今
も
昔
も
食

に
対
す
る
追
求
心
が
健
康
の
秘
訣
だ
と
い
い
ま
す
。

　
講
演
会
で
は
、
参
加
者
の
質
問
に
答
え
な
が
ら
、
現
役
時

代
や
球
界
の
友
人
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
、ユ
ー
モ
ア
た
っ

ぷ
り
に
話
し
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
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身
近
な
自
然
を
満
喫

「
八
乙
女
山
植
物
観
察
教
室
」

地
場
産
品
で
ま
ち
を
元
気
に

と
う

「
直
売
所
『
ふ
わ
っ
豆
村
』
誕
生
」

　
５
月
４
日（
水
）、
八
乙
女
公
園
で
植
物
観
察
教
室
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
教
室
は
、
中
仙
観
光
協
会
主
催
で
、
身
近
な
植

物
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
毎
年
春
と
秋
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
八
乙
女
山
は
、平
野
で
見
ら
れ
る
植
物
か
ら
山
地
で
見
ら

れ
る
植
物
ま
で
幅
広
く
観
察
で
き
る
た
め
、植
物
を
学
ぶ
場

所
と
し
て
最
適
な
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

　
今
回
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
17
人
が
参
加
。
佐
藤
和

夫
先
生
の
案
内
で
、
春
の
山
野
草
を
観
察
し
ま
し
た
。
参
加

者
は
カ
メ
ラ
や
植
物
辞
典
を
手
に
２
時
間
ほ
ど
か
け
て
八
乙

女
山
を
散
策
し
、佐
藤
先
生
の
解
説
で
植
物
の
名
前
を
確
認

し
て
い
ま
し
た
。
晴
天
の
も
と
桜
吹
雪
の
中
の
観
察
教
室

は
、
心
も
知
識
も
満
た
さ
れ
る
教
室
と
な
り
ま
し
た
。

　
有
機
肥
料
を
使
用
し
た
大
豆
や
枝
豆
で
豆
腐
や
納
豆
を
製

造
販
売
し
て
い
る
、有
限
会
社
エ
ス
エ
ス
フ
ー
ズ（
佐
藤
啓
代

表
取
締
役
）の
直
売
所
「
ふ
わ
っ
豆
村
」
が
、
５
月
２
日（
月
）、

国
道
13
号
大
曲
バ
イ
パ
ス
沿
い
の
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

に
ゅ
ー
と
ん
広
場
内（
戸
地
谷
地
内
）に
開
店
し
ま
し
た
。

　
店
内
に
は
、
同
社
の
豆
腐
や
納
豆
な
ど
に
加
え
、
会
員
農

家
の
減
農
薬
野
菜
や
山
菜
、
農
産
加
工
品
が
並
べ
ら
れ
、
開

店
初
日
か
ら
品
物
を
買
い
求
め
る
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
同
社
で
は
、
地
場
産
品
を
地
元
に
お
い
し
く
提
供
し
、
大

仙
市
か
ら
全
国
に
情
報
発
信
を
行
い
、地
元
を
盛
り
上
げ
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
産
地
消
に
こ
だ
わ
り
を

持
っ
て
農
業
に
取
り
組
む
仲
間
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

地
域
を
花
で
い
っ
ぱ
い
に

「
お
お
た
花
の
会
が
総
会
と
研
修
会
」

麻
生
総
務
大
臣
か
ら
感
謝
状

「
行
政
相
談
員
と
し
て
20
年  

伊
藤
正
二
さ
ん
」

　
４
月
16
日（
土
）、
お
お
た
花
の
会（
小
松
國
男
会
長
・
会

員
１
５
０
人
）の
総
会
と
研
修
会
が
太
田
公
民
館
で
行
わ
れ
、

会
員
な
ど
約
70
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
同
会
は
、旧
太
田
町
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
広
め
よ
う
と

平
成
10
年
に
結
成
さ
れ
、
今
年
で
７
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　
総
会
に
引
き
続
き
行
わ
れ
た
研
修
会
で
は
、戸
澤
玲
奈
さ

ん（
太
田
北
小
６
）が
、北
小
の
花
だ
ん
へ
の
取
り
組
み
を
紹

介
、「
花
を
見
て
い
る
と
や
さ
し
い
気
持
ち
に
な
る
。
下
級

生
に
も
『
花
を
大
切
に
す
る
心
』
を
伝
え
て
い
き
た
い
」
と

発
表
。
会
員
か
ら
は
、
野
中
キ
ク
ヱ
さ
ん（
太
田
町
川
口
）が

「
毎
年
美
し
い
花
を
作
ろ
う
と
が
ん
ば
っ
て
い
る
が
、
な
か

な
か
思
う
よ
う
に
で
き
な
い
。花
に
囲
ま
れ
た
生
活
は
幸
せ

で
す
」
と
、
に
こ
や
か
に
話
し
ま
し
た
。

　
４
月
22
日（
金
）、20
年
11
カ
月
の
長
き
に
わ
た
り
行
政
相

談
員
を
務
め
、
退
任
さ
れ
た
伊
藤
正
二
さ
ん（
80
歳
・
南
外

田
中
山
根
）に
総
務
大
臣
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
、
佐
藤

眞
太
郎
秋
田
行
政
評
価
事
務
所
長
か
ら
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
伊
藤
さ
ん
は
、昭
和
59
年
５
月
か
ら
行
政
相
談
員
と
し
て

行
政
だ
け
で
な
く
家
庭
の
困
り
事
な
ど
の
相
談
に
も
応
じ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
熱
心
な
活
動
が
評
価
さ
れ
、
昭
和
63
年
に

は
秋
田
行
政
監
察
事
務
所
長
感
謝
状
、平
成
８
年
に
は
東
北

管
区
行
政
監
察
局
長
表
彰
、平
成
11
年
に
は
総
務
庁
長
官
表

彰
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
な
お
、伊
藤
さ
ん
の
後
任
と
し
て
南
外
地
区
の
行
政
相
談

員
は
、
甲
谷
久
朗
さ
ん（
62
歳
・
南
外
上
野
）が
委
嘱
を
受
け

て
い
ま
す
。
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早めの申し込みを
職長等安全衛生教育講習会

　安全衛生法に基づいた労働者の

労働災害の防止を図るため、建設

業関係の労働者を直接指導または

監督する立場の人を対象にした講

習会です。

◆日時／５月26 日（木）・27 日

（金）午前９時～午後５時

◆定員／30人

◆受講料／6,000円

◆内容／

①作業手順、作業方法の改善およ

び指導・教育に関すること

②作業設備および作業場所の保守

管理に管理に関すること

③異常時等における措置に関する

こと

④その他、現場監督者として行うべ

き労働災害防止活動に関すること

◆申込受付期限／５月19日（木）

まで

【問い合わせ・申し込み】

大曲地域職業訓練センター

☎ 0187-62-1726まで

お気軽にどうぞ
花火庵のびのびランド

　のびのびランドは、今年の４月

に大曲通町にオープンしました。

　待ち合わせや打ち合わせをする

こともでき、週末には無料のミニ

イベントも開催しています。

●５月のイベント･････････････

【川柳を作ってみませんか】

◆日時／21日（土）午前10時30

分～11時30分

【火を使わないクッキング教室】

◆日時／24日（火）午後２時～

【みんなで歌いましょう】

◆日時／28日（土）午後２時～３時

【花火の勉強会】

◆日時／29日（日）午前10時30分

～11時30分

【問い合わせ】

花火庵のびのびランド

☎ 0187-62-1091まで

大曲吹奏楽団
第32回定期演奏会

　大曲吹奏楽団の定期演奏会を小

塚類さんの指揮のもと開催しま

す。ぜひご来場ください。

◆日時／５月29日（日）午後１時

30分開場、２時開演

◆会場／大曲市民会館

◆入場料／自由席 700 円（当日

1,000円）、指定席1,000円（当日

1,200円）

◆入場券取り扱い／大曲中央公民

館、リバーブルフルヤ、榊田楽器

店、ヤマハ秋田店ほか

【問い合わせ】

大曲吹奏楽団事務局佐藤さん

☎ 090-1499-0256まで

愛犬と参加しませんか
犬のしつけ方教室

　犬のしつけや病気などについて

の相談も受け付けています。

◆対象／犬を飼っている方、犬に

興味のある方

◆日時／６月５日（日）午前９時受

け付け開始

◆会場／仙北健康広場（仙北ふれ

あい文化センター前）

※雨天時は屋内ゲートボール場

◆参加費／無料

◆申込受付期限／５月27日（金）まで

【問い合わせ・申し込み】

大仙保健所☎ 0187-63-3403
各総合支所市民課まで

６月はこの地区です
電気設備定期調査

　東北電気保安協会大曲事業所で

は、各家庭の電気設備を調査し、

結果をお知らせしています。

◆調査対象／

【大曲地区】大曲緑町、幸町、間

倉、下袋、上大戸、百瀬

【神岡地区】駅通、駅向、大浦、宮

田、関口、金葛

【問い合わせ】

東北電気保安協会大曲事務所

☎ 0187-63-4940まで

あなたの能力伸ばしませんか
秋田県・能力向上講習会（大曲技術専門校）

　仕事をしている人が対象の講習会です。この機会に自分の能力をのばしてみま
せんか。講習時間は午前９時から午後４時までで、会場は大曲技術専門校（大曲
川原町）です。受講料は無料ですが、テキスト代が必要な講習もあります。

ワード基礎講習
　◆期間／５月25日（水）、26日（木）　◆定員／15人　◆テキスト代／900円

２級建築士準備(法規)研修
　◆期間／５月28日（土）、29日（日）　◆定員／10人　◆テキスト代／無料

宅地建物取引主任準備（宅建基礎）講習
　◆期間／５月28日（土）、29日（日）　◆定員／15人　◆テキスト代／3,200円

２級建築士準備(計画)研修
　◆期間／６月４日（土）、５日（日）　◆定員／10人　◆テキスト代／無料

宅地建築物取引主任準備（関係法律）講習
　◆期間／６月４日（土）、５日（日）　◆定員／15人　◆テキスト代／3,200円

【問い合わせ・申し込み】
大曲技術専門校民間訓練支援室☎ 0187-62-6321まで
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親子びくす
成人エアロビクス

　音楽に合わせて、親子・祖父母

で楽しく運動する親子びくすと成

人の方を対象としたエアロビクス

教室を行います。

　興味をお持ちの方は気軽に申し

込みください。

【親子びくす】

◆日時／毎週水曜日の午前10時

15分から１時間程度

◆会場／花園児童センター（大曲）

◆対象／１歳半以上の児童とその

親（祖父母）

【エアロビクス】

◆日時／毎週金曜日の午前10時

15分から１時間程度

◆会場／中央児童館（大曲）

◆対象／成人男女

【問い合わせ】

OKJ エアロビックファミリー竹

村さん

☎ 0187-66-1251まで

テニスを始めませんか
ジュニア・テニススクール

　平成17年度上半期のジュニア

テニススクールを開催します。ラ

ケットはお貸しします。

◆日時／５月21日から毎週土曜

日午前10時～正午

◆会場／市営テニスコート（大曲川

原町）

◆対象／原則として小学生

◆受講料／１回につき300円（初

回のみ保険料850円は別途）

◆申込受付期限／５月21日（土）

まで

【問い合わせ・申し込み】

高嶋さん

☎ 090-1495-4778まで

■人　口　95,877人 （－182）

　　　男　45,577人 （－182）

　　　女　50,300人 （－100）

■世帯数　30,253世帯（＋147）

（４/30現在）

次回広報は５月31日（火）に行政協力員にお届けします

※ （　） 内は前月比

５月16日（月）～６月５日（日）

都合により日程が変わる場合もあります

大 仙 市 の 行 事 予 定

チェロとひととき■午後２時開演■日本キリスト教団大曲教会(無料)

休日外科当番医：仙北組合総合病院・整形（大曲）☎ 0187-63-2111
休日歯科当番医：西木歯科診療所（西木村）☎ 0187-47-2894

休日外科当番医：大曲中通病院（大曲）☎ 0187-63-2131
休日歯科当番医：佐藤歯科医院（大曲）☎ 0187-63-0308

日本郷土民謡協会秋田地区連合大会（共催事業）
■午前10時開演■大曲市民会館■チケット1,000円（全席自由）
■大曲市民会館☎ 0187-63-8766

犬のしつけ方教室■午前10時■仙北健康広場

角館高校吹奏楽部定期演奏会■午後２時開演■中仙市民会館（300円）

休日外科当番医：仙北組合総合病院・外科（大曲）☎ 0187-63-2111
休日歯科当番医：カワラダ歯科医院（角館町）☎ 0187-55-1188

まほろば唐松薪能公演
■午後５時30分開演■唐松城能楽殿■S席8,000円（当日8,500円）
A席7,000円（当日7,500円）■協和総合支所地域振興課☎018-892-3706

マギー司郎のお笑いマジックショーと東北民謡公演
■午後２時30分開演■協和市民センター■3,000円（全席自由）
■協和市民センター（和ピア）☎ 018-892-3820

市民大学実践講座■午前９時■大曲市民会館

劇団四季「魔法をすてたマジョリン」チケット発売開始
■７月25日（月）午後７時開演■協和市民センター
■S席4,200円、A席3,000円■協和市民センター☎018-892-3820

秋田県合同就職面接会■午後１時■秋田ビューホテル

大曲ファミリーキャンプ場利用開始

県民防災の日

無料発明相談■午前10時～午後４時■市役所本庁市民ホール

５(日)

４ (土)

３ (金)

2 (木)

６/１(水)

(火)31

30(月)

(日)29

(土)28

(金)27

(木)26

(水)25

(土)21

(金)20

(木)19

(水)18

(火)17

５/ (月)16
チケット好評発売中チケット好評発売中チケット好評発売中

今回の行事予定に載っていないイベントのチケット情報です

(日)22

(火)24

(月)23

中学校芸術鑑賞「銀河鉄道の夜」（わらび座ミュージカル）
◆期日／６月10日（金）
◆時間／【１部】午前９時30分開演【２部】午後１時30分開演
◆入場料／一般1,500円※一般の方は３階席になります

【問い合わせ】大曲市民会館☎ 0187-63-8766まで

佐藤卓史＆前田拓郎「ピアノデュオリサイタル」
◆期日／７月17日（日）
◆時間／午後２時30分開場、午後３時開演
◆入場料／2,000円（全席自由）

【問い合わせ】中仙市民会館（ドンパル）☎0187-56-7200まで

ごみ処理施設見学会■午後１時30分市役所本庁前集合
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ぬく森グリーンウォーキング
　コース／ユメリア→西仙北スキー場→大佐沢公園
 →ユメリア（6.2㌔）
　日時／６月４日（土）午前９時から受け付け開始
　参加費／200円（保険料含む）
　会場／ぬく森温泉ユメリア（登り口）
　申込受付期限／５月30日（月）まで
　申し込み／
 スポーツ振興課（大曲体育館内）、かみおか嶽雄館

西仙北中央公民館、中仙・協和分室スポーツ振興班
南外・仙北・太田公民館まで

【問い合わせ】
 西仙北中央公民館
 ☎0187-75-1115まで

てくてくウォーキング
　コース／
 【５㌔コース】
 奥羽山荘→大台スキー場→真木関根公園（５㌔）
 【10㌔コース】
 奥羽山荘→真木関根公園→奥羽山荘（10㌔）
　日時／６月11日（土）午前９時から受け付け開始
　参加費／300円（保険料含む）
　会場／奥羽山荘正門前広場（午前８時50分集合）
　申込受付期限／６月６日（月）まで
【問い合わせ・申し込み】
 教育委員会太田分室スポーツ振興班
☎0187-86-9460まで

大曲なかよしウォーキング
　コース／
 【５㌔コース】
  雄物川河川緑地運動公園→姫神橋付近（折返し） 

→雄物川河川緑地運動公園
 【10㌔コース】
  雄物川河川緑地運動公園→姫神公園→伊豆山神社 

入口（折返し）→雄物川河川緑地運動公園
　日時／６月19日（日）午前７時30分受け付け開始
　参加費／無料
　会場／雄物川河川緑地運動公園
　申込受付期限／６月14日（火）まで
【問い合わせ・申し込み】
 スポーツ振興課（大曲体育館内）
 ☎0187-63-1122まで

市制施行記念駅伝
　大仙市の市制施行を記念する「第１回大仙市制施行記念
駅伝競走大会」が開催され、初夏の大仙市内をランナーた
ちが駆け抜けます。
　当日は、交通規制など市民の皆様にご迷惑をおかけしま
すが、ご協力と沿道からの声援をよろしくお願いします。
　なお、参加チームの車での伴走および応援はご遠慮くだ
さい。

日時／６月５日（日）午前９時開会式
（大曲総合支所駐車場）

スタート／
 【男子】午前10時20分・タミヤスポーツ前
 【女子】午前11時・第３中継所四ツ屋古道いおり食堂前
エントリー区分
 〈一般の部〉５区間：22.2㎞
 各市町村単位あるいは職場クラブ等のチーム編成
 であること
 〈高等学校の部〉５区間：22.2㎞
 通常課程と定時制課程との混合は認めない 　 
 同一校での参加チーム数は制限なし
 〈中学校の部〉６区間：22.2㎞
 同一校での参加チームを編成し参加チーム数は制
 限なし
 〈女子の部〉５区間：10.1㎞
 各市町村単位あるいは職場クラブ等のチーム編成
 であること。女子に限り、中学生・高校生・一般
 の混合チームでも可
 〈マスターズの部〉５区間：22.2㎞
 平成17年６月５日現在40歳以上で、各市町村単位 
 あるいは職場クラブ等のチーム編成であること
申込受付期限／５月26日（木）まで

【問い合わせ・申し込み】
 スポーツ振興課（大曲体育館内）

☎0187-63-1122まで

　大仙市各地でウォーキング大会が開催されます。親子や友達
と初夏の風をうけながらさわやかな汗を流してみませんか。み
なさんの参加をお待ちしています。
※雨具や水筒など必要と思われる物については各自で持参ください

4

①464台　②475台　③486台
　　

応募方法　答え、郵便番号、住所、氏名（読み仮名明

記）、年齢、広報誌の感想や市への質問などをお書きの

上、〒014-8601 広報だいせん担当（住所不要）宛にお

送りください。締切は５月30日（消印有効）。また、ハ

ガキ以外でもファックス（63 -1119）、E メール

（kouhou@city.daisen.akita.jp）でご応募ください。

問題 ４月26日に竣工した大曲球場へ
仮設駐車場を含め何台駐車可能でしょう？

５人の方々に図書カード1,000円分が当たる 3
▼
Ｊ
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知
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線
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線
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０
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き
が
あ
る
。
百
花
繚
乱
で
生
命
力
に
み
な
ぎ
る

季
節
。
連
休
で
蓄
え
た
「
ゆ
と
り
」
を
持
っ
て
、
カ

メ
ラ
片
手
に
ま
ち
へ
繰
り
出
し
て
み
た
い
。（
し
）


